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内 容 梗 概

天井クレーンの選定上考膚すべきいくつかの使用条件をとりあげ,つぎにこれらの使用条件を4クラ

スに分類してそれぞれの相当天井クレーンを設定し,さらiここれらの相当天井クレーソがどのような用

途に適しているか,またどのような特長を有しているかについて述べ,最後に最近の特殊天井クレーン

について述べた｡

1.緒

天井クレーンは機械｣二場,組立工場をはじめ製鋼所,

発電所,化学工場そのほかのあらゆる分野において佐用

され,.それぞれの用途に応じて苓櫨のものが作られて

いる｡このように用途が広く櫨 iも多いためある用途むこ

最も適したものを選定することほなかなか難かしい｡

こでは選定上問題になる種々の使用条件を取り上げ, そ

の条件に対してはいかなる天井クレーンを選ぶべきかに

ついて述べる｡

たとえば

2.使用条件について

鋼所で使用される天井クレーンにも電動機

室の機器修理用のようにまれむこLか使用されないものか

ら製品運搬用のように昼夜連続して使用されるものまで

各種あり,電動機重用に設計されたクレーンを製品

用に使用すればたちまち寿命が尽きて

であり,また逆に 動機窒に高価な重装備製品

搬

して危険

搬用を

適用することはきわめて不経済でぁる-..したがってクレ

ーンの適用を合理的にするにほ.そ.才しぞjしの用途,使用

状態に応じて運転時間,運転回数,周園温度などの使用

条件を設定しそれに基いて設計されたクレーンを便欄す

ることが肝要である｡このように使用条件ほクレーンの

性格を決定する重要なものであるからその設定にあたっ

てほ従来の経験を生かし将来の見通しをつけで慎重に検

討しなければならないし､クレーンの選定_ヒ必要な使用条

件にほ種々あるがその中で最も影響の大きいものとして

ほ次のようなものがあげられる._.

(1)運転時間 (2)運転回数 (3)負荷条件

(4)速 度 (5)衝 撃 (6)周囲温度

舞1表ほこれらの泉件を経験伯に基いて割り出した数

値の一例でアメリカ鉄鋼メーカーが川～†1したものであ

るc

これらを分析してみると (6)周囲湿度ほ別として

(2)～(5)ほほぼ(1)運転時間に関連して増減している

* 日立製作所亀有工場

ことがわかる｡したが1)てその運転時間を主条件とし

(2)～(5)を従条件としていくつかのクラスに分撰する

ことができる｡ここでほ4クラスに分け,これを策2表

に示す｡.

3.使用条件による天井クレーンの分類に

ついて

第2表において使用条件の各項目についての考え方を

明する｡

3.1年間運転時間

クレーンが一年間休みなく使用されると仮定した場合

1箇年で8,760時間となるが,最もひん度の高いといわ

れる製鋼クレーンにおいても8,000時間をこえるものは

まれであるから最高を8,000時間にとってある｡

3.2 負荷条件

クレーンを運転する場合定格荷重以下のものを取り扱

う場合もかなり多いが,ク

響を及ぼすのは全負荷

レーン/の二 命に最も大きな影

転の同数である｡各クラスの許

容全負荷吊回数は第2表のとおりに決めたものを設計値

としている｡

3.3 速 度

一一般にクラス1では機器の修理用などの補助的荷役を

行うため荷役能率を上げる必要がなく各速度ほ最低に選

ばj~し,これに反してクラス3,4でほ生産ラインの一環

として使用されるため荷役能率が問題となり各速度ほ高

速のものが必要となる｡

3.4 衝 撃

吊荷を地切するときの衝撃,横行,走行の加速減速によ

る慣性力,あるいほレールの継ぎ目による衝撃などのこ

とをいうが,これらのうもで地切の衝撃が一般に最も大

きく,衝撃の大小ほ主としてこの他切の衝撃によって決

まる,発電所用などのようにクラス1のクレーンでほ運

転速度か遅く,その荷役作業も一 重に行われるため地切

の衝撃は小さく,これに反して製鋼所の製品取扱用クレ

ーンなどのようにクラス3～4では巻上速度が速く作業

も手荒なため地切の衝 は大きい｡.衝撃の大いさはクレ
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主 桁

(二a.)部

(b)巻上の衝撃(巻L速度5m/min)

(C)巻上の衝撃(巻上速度3.5m./min)

(d)巻｣二の衝撃(巻上速度1.5m/min〕

基梯

しe)オシログラムの説明

第1因 10t天井クレーンの巻上の衝撃のオシノロ
グラム

ーンの設計諸元の基礎となる重要なものであるから,現

論的に算｢Ilすることほもちろん,各種の実験を行ってそ

の値を求め設計の基準にしている｡第】,2図は,日立

製作所で実際のクレーンにより行ったオシログラムの一

例を示したもので巻上時の地切の衝撃,走行時のレール

の不整による衝 がかなり大きいことに注月すべきであ

る｡このうち巻上時の衝撃が起ることほ避けられないが,

走行時のレールの敷設不良による衝撃ほレールの手直し

によって容易に軽減することが■可能であるので,クレー

ンの 命を延ばし 故をなくすためにほ常にレールの調

整に力を惜しんではならない｡

第2図10t天井クレーンにおいで走行速度

50m/min,レールに3mmの段があるとき

の衝撃のオシログラム

第2表 使川条件による天井クレーンの分類

第3表 用途による天井クレーンの分煩

付用瀬場の工器造機鋳所の電模党規 修理用, まのそ場工学
.レし

.修理コニ場用

かの機械室用,小

▲般の機械工場,製権工場,組~な工場用,
倉解の貨物取扱用

製鋼工場の製品取扱用,
低頻度のリフマグ付,バケット付

製鉄,製鋼工場の装入クレ

ンなどの特殊用途のもの, 高
ソ,原料クレーン,鋼塊クレー
頻度のリフマグ付,パケット付

3.5 モータの定格

モータ出力ほ普通定格荷重×定格速度によって計算さ

れクラス1でほ30分,クラス2では60分定格のもので

一一般に十分であるが,クラス3～4でほ各モータの使用

率,起動ひん度が大であるから熱容量計算を行ってその

定隋を決定することが必要である｡モータの定格ほ周囲

温度プラス温度上昇による最高温度によって決定され,

特に指定のない場合周囲温度ほ400C としてモータの設

計が行われているから,周囲温度が400Cをこえる場合は

特別にその影響を考 しなければならない｡またモータ

の定格に応じてそれに連なる配線および電気品の容量が

決定され価格にもかなりの開きがあるので必要以上の定

格のモータを選定することは■不経済である｡ 源電圧と

しては200V級三相交流が最も多く使用されてきたが大

容量のものに対しては400V扱がしだいに多く用いられ

るようiこなってきた｡それほ200V級のものに比べ回路

なに分半が るので配線の電圧降下が減って有利に

なるからであり,一方クレーン用の主要制御器具は600V

定格になっているため400V級のものにもそのまま使用

できるからである｡
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片｢最近の水力発
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所m起重機｣を参附されたい｡しか

4･用途による天井クレーンの分類

以上に よる分類であるがこれを

普通一般に考えられる用途によって分けると理解しやす

く,また選定上便利である｡第3表はこの観点から4ク

ラスの天井クレーンにそれぞれ用途を引き当てたもので

ある｡もちろん本表ほ一応の目安であってその時々に応

じてその使用条件を慎重に考

要がある.｡

してクラスを決定する必

5･各クラスの天井クレーンの特長

ここでほ選定をさらに正しく行うために各クラスの天

井クレーンの特長を述べる｡

5･1クラス1天井クレーン

JISB8鮒1の低速形に相当するもので主として発電所

あるいはポンプ場などで主機に対する据付,組立などの

補助的荷役を行うものである｡

このクラスのものはできるだけ自重を軽くして,建家

の建設費を安くすることも考える必要があり,また限ら

れた天井空間において最大限にフックの行動範囲を広く

するため,クレーンの幅,高さはできるだけ小さいこと

が望ましい｡たとえば発電所川クレーンにおいてほ発電

機のロータ軸を直接フックの†ラニオンに差込む特殊構

造を採川して上りを良くし高脚形のガーダを使用して車

輪荷重を受ける柱の高さを減らすなど種々の考慮が払わ

れているが,詳細については既刊の本誌別冊特集号第5

甲
l

■＼ノ＼■＼/′_
札⊥___甘∵_ 丁_1′-

■告し親書1
@＼調■⑤
④＼-_

ノ′ノーノ@

しながらクレーン幅×クレーン高さ×上り×寄りほほぼ

一定であり,ほかの寸法を拡大せずに一つの寸法を縮少

することは困難であってそのいずれを最小にするのが有

利であるかは慎重に検討することが肝要である｡

またこの程のクレーンは据付組立の際精密な合わせ作

業が必要であるから速度制御によって微速が得られるこ

と,インチング性能が良いことが必須条件である｡この

ため巻上梢として従来Hれ､られてきたメカニカルロード

ブレーキに代って,低速性能およびインチング性能がと

もにすぐれたCFブレーキが採川されるようになった｡

弟3図はCFブレーキ付のインチングのオシログラムの

一例であり,弟5表ほインチング性能および速度制御性

能の比較一覧表である｡

弟4表は最近日立製作所で作られた発電所用大形天井

クレーンの主要例,第4図は

景を示す.｡

中の135tクレーンの全

5.2 クラス2天井クレーン

JISB8801の普通形に相当するもので一一般コニ場用とし

て最も広く使用されているものである｡この形の天井ク

レーンの最近の傾向として保守,点検,修理が牢易であ

ることが一段と強く要求されてきている｡すなわちガー

ダ上,クラブ上ともに十分に歩道を張り点検,修理を便

利にするとともに油浴式ギヤボックス,ころがり軸受を

多数使用Lて給油の手数を省き要所iこはヘリカルギヤを

使用して騒音の減少を図るなどによってこれにこたえて

いる｡弟5図はその一例である｡また本国のものはボッ

クスガーダを採用しているが,このタイプのものほデブ

スか従来のワーレンガーダ(弟d図)ヤプレートガーダ

に比べて浅いので下部の空間を有効に利用でき建屋を低

くできる利点があるとともにその形態が美しく近代的セ

ンスにマッチしている｡

5.3 クラス3天井クレーン

日立カタログの重負荷形に相当するもので製鋼工場の

第7凶 電 極 引抜 レ ー こ/

㊥｣二部ク ラ ブ

更)ガイドフレーム

@スパイクロッド

⑯スパイクヘッド

@ポ ス ト

⑯旋回フレーム

(画上 面 碍 子

(西側 面 碍 子

(垂下 面 碍 子

⑲ス パ イ ク

⑳ガ ー ダ

㊧防 熱 板

垣防 熱 板

⑳ケーブルハンガ

⑭ペンダントスイッチ

㊨操作ケーブル

@動力 ケーブル



第8図 フォークリフト付天井クレーン

製品取扱用クレーンなどのように苛酷な作業に従うもの

で信板度が高く保守が容易なものでなけれほならない.｡

このためワイヤロープ,走行ホイール,集 用ホイール

などの消耗部品についても安全率を高く取って交換の[可

数を減らし,油浴式ギヤボックス,ころがり軸受を全面

的に採用し給油の手数を省き,ガーダ上の歩道ほ全面張

とし,またホイール点検台を設けて迅速な点検修理がで

きるようにしてある｡

またこのような生産工場ではダストがはなはだしいの

で防塵に対しても十分の考患が払われ,全閉式ギャボッ

クス,密封式ころがり軸受を全面的に採用することはい

うまでもなく,運転室,パネル室も全閉にするなど万全

の考 を払って設計されている｡特にダストのほなほだ

しいところでは走行レール上にダストが積り走行ホイー

ルの 耗がはなはだしく斜行の原因となるのでコンプレ

ッサによりダストを吹き払う装置を設けたものもある⊃

運転員が苛酷な作 に耐える必要上間接制御によって長

時間の運転にも軽快な操作ができることや,運転室の暖

冷房についても考 が払われている｡

5.4 クラス4天井クレーン

製鋼工場のリフ･マグ付クレーン,装入クレーン,鋼塊

クレーンなどのように生産工程の一部をなす最も重要な

クレーンで,衝撃がほなほだしくかつ絶え間のない作

に従う｡このクレーンが事故を起せば生産に重大な友障

をきたすのであらゆる点でクラス3以上の入念な考慮が

払われている｡装備についてはクラス3に準ずるれ 万

一の事故に備えて修理用クレーンが設けられているもの

もある｡装入クレーン,鋼塊クレーンなどの製鋼クレー

第9図 旋 回 形 天 ソレク井

第10岡 すべり出し天井クレーソ

.∃±L 暫璽酌･
卑し㌻1'

第11岡 旋回トロリ式天井クレーン

ンについては本誌第40巻第3号(1958年3月号)に｢最近

の 鋼クレーン｣として

さj~tたい｡

述されているのでそれを参照

d.特殊天井クレーン

本項では選定の参考資料として最近の特殊天井クレー

ンについて簡単に述べる｡弟7図は 解炉の電極を振り

ながら引抜くものでスパイクロッドは電極とピンで接続

するっ電極との正確な位置合わせを必要とするため横,

走行にインダクションブレーキ制御を行って定格速度の
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1/10以【Fの微速を得ている｡弟8図ほ最近現われたフォ

ークリフト付天井クレーンでフォークリフトトラックに

比べ通路をせまくできるので限られた倉庫内をきわめて

有効に活用できるものと思われる｡舞9図ほ 回形天井

クレーンでこれを使えば竪形発電機に合わせて円形の建

屋を作ることができその建設費を低減することができ

る｡弟】0図ほすべり出し天井クレーンで建 の外のト

ラックなどへの荷役を簡単に行うことができるこ第11図

実用新案弟477296号

ほ同様目的の旋回トロリ式天井クレーンであるが第】0

図のものに比べ高価になるので一般に不経済である｡

7.緒 言

以上簡単に天井クレーンの選定について述べたが,

井クレーン設置計画にあたり,これを参考としていく

夫

ら

かでも正しい選定を行うことができるようになれば幸い

である｡

新 案 の 帯召 介

起重機などにおける巻上ロープ装置

従来の巻上ロープ装置ほ全部のロープをフックシープ

に同方向からかけていたので,荷貢を昇降させる場合に

フックシープは皆同方向に回転する｡したがってフック

はフックシープとそのシープ軸との摩擦力のために起る

モーメソトにより揺動する欠点があった｡

この考案はその欠点を除くためのもので,一端を巻洞

に巻きつけ他端をプーリ軸に取りつけた金具に固定した

二本あるいほその偶数倍のロープの半数ずつをフックシ

ープにそれぞれ互に反対側からかけるようにしたもので
ある｡

このようにすれば,フックシープの半数ずつは互に反

対方向に回転するから,前記モーメントの起るのが防止

される｡したがってフックは揺動しないので,きわめて

正確な運転を必要とする精密組立作業を行う場合に頗著

な効果がある｡ (野村)

実用新案第477297号

大 野 桝

巷睨

均勲炉用鋼塊起重機のトング開閉装置

このトング開閉装置ほ,トングノ､:/ガ31ノ引ニス トノバ

ーピソ11を保持するブラケット9,10をそなえたガイド
7を固定し,耳5aを有する重錘51,52をリンク6によ

りトング11,12にそれぞれ連結してガイド7上を摺勧さ

せるようにしたものである｡;

ロッド4を降下してトング11,12を聞かせる場合には

ロッドの突起4aが常にトングに接しているため,ロッ

ドを下げるとトングはただちに開くから非常に能率的で

あり,トング開きの際に重錘51,52はそれぞれトング11,

12に別個に作欄するから,-･方のトングが障害物(たと

えば炉壁)にあたっても他方のトングほ容易に開き,従

来のローラ,カム式のトング開閉装置のように開き動作

中に過負荷になる弊害は全然ないはかりでなく,組立,

分解が非常に容易である｡ (野 村′)

林 文 也

､




